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Ⅰ　

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と

　
　

予
算
編
成
方
針

　

町
民
の
負
託
を
受
け
、
町
政
の
舵
取

り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
間

も
な
く
８
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
や
人
口
減
少
、
自
然
災

害
へ
の
備
え
と
い
っ
た
住
民
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
た
課
題
解
決
の
必
要
性
が
強

ま
っ
て
い
る
一
方
、S

D
G

s

の
考
え
に

基
づ
い
た
環
境
政
策
等
、
率
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

何
よ
り
こ
の
２
年
間
、
町
民
の
皆
様

と
正
面
か
ら
向
き
合
い
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

脅
威
で
す
。

　

人
々
の
命
や
健
康
を
脅
か
し
、
地
域

経
済
を
危
機
に
直
面
さ
せ
る
、
ま
さ
に

地
域
社
会
の
構
造
を
根
底
か
ら
揺
る
が

す
事
態
が
続
い
て
お
り
、
江
差
町
と
し

て
、
住
民
が
極
力
、
不
安
を
排
除
で
き

る
施
策
を
引
き
続
き
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
町
長
改
選
期
に
あ
た
り
、

「
骨
格
予
算
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、「
第
６
次
江
差
町
総
合
計
画
」
で

掲
げ
た
方
針
に
基
づ
き
、
切
れ
目
な
く

展
開
が
必
要
な
事
業
等
、
新
た
な
日
常

の
な
か
で
、
誰
も
が
幸
せ
と
豊
か
さ
を

感
じ
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
次
の
６
つ
の
柱
で
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅱ　

主
要
施
策
の
展
開

（
１
）
町
の
直
面
す
る

課
題
対
策
と
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
接
種
を
希
望
す
る
全
町
民
が
可
能

な
限
り
早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
医
療

機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
接
種
体
制

を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
が
感
染
の
不
安
を
感
じ
た
際
に

行
う
医
療
用
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
購
入

や
、
介
護
施
設
及
び
高
齢
者
施
設
が
実

施
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
支
援
す
る

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
町
民
の

皆
様
へ
正
確
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
情
報

提
供
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別

の
臨
時
チ
ラ
シ
も
含
め
、
不
安
の
解
消

と
感
染
予
防
対
策
に
有
効
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
連
続
で
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
「
か
も
め
島
ま
つ
り
」「
姥

神
大
神
宮
渡
御
祭
」「
江
差
追
分
全
国

大
会
」
の
江
差
三
大
祭
り
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
感
染
対
策

を
講
じ
た
う
え
で
開
催
が
で
き
る
よ
う

可
能
な
支
援
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
ど
う
し
た
ら
安
全
に
人
の
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
る
の
か
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

方
策
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
の
確
か
な
未
来
を
切
り
拓
く
中

心
施
策
と
し
て
、
北
の
江
の
島
構
想
と
、

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
活
用
の
推
進
に
関
し

て
で
す
。

　

「
北
の
江
の
島
拠
点
施
設
」
は
、
四

季
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
継
続
し
つ
つ
、
北
の
江
の
島
拠
点
構
想
・
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
活
用
の
２
大
施
策
を
中
心
と
し
た
町
政
運
営
へ

『
新
た
な
日
常
の
中
で
、誰
も
が
幸
せ
と
豊
か
さ
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
』に
向
け
た
６
本
の
柱

　令和４年第１回定例会が３月
14日、15日に開催され、令和４
年度町政執行方針及び教育行政
執行方針をそれぞれ照井町長、太
田教育長より表明しました。

※一部省略して掲載しています。

令和４年度　町政執行方針・教育行政執行方針

照井　誉之介　町長

町内看護学校体育館等を会場に３回目接種
が随時行われている新型コロナワクチン

特
　
　
集

ま
ち
か
ら
の
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ま
な
び
た
い

図
書
館
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こ
う

ま
ち
か
ら
の
報
告
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テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
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ま
ち
の
出
来
事
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心
し
て
遊
べ
る
室
内
遊
興
施
設
を
主
要

な
機
能
と
し
て
据
え
、
町
内
外
の
子
育

て
世
代
が
日
常
的
に
集
い
交
流
し
、
憩

う
場
、
親
子
連
れ
に
と
っ
て
、
道
南
エ

リ
ア
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
道
の
駅

を
目
標
と
し
た
基
本
計
画
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、
町

民
を
中
心
に
幅
広
い
年
代
層
が
訪
れ
る

こ
と
で
、新
た
な
「
つ
な
が
り
」
や
「
交

流
」
が
生
ま
れ
、
町
民
の
日
常
生
活
を

支
え
、ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し
（
仮
称
）」

の
整
備
に
向
け
て
、
実
施
計
画
の
策
定

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

全
世
界
で
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

が
進
め
て
い
る
２
０
５
０
年
ま
で
の

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実
現
に

向
け
、
当
町
と
し
て
の
地
域
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
を
定
め
て
い
く

た
め
調
査
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

（
２
）
産
業
基
盤
の
維
持

強
化
の
ま
ち
づ
く
り

〈
未
来
へ
の
礎
を
つ
く
る町

政
の
推
進
〉

　

こ
こ
数
年
で
観
光
動
向
や
ト
レ
ン
ド

は
大
き
く
変
化
し
、『
観
光
』
と
い
う

概
念
そ
の
も
の
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

観
光
ス
タ
イ
ル
は
、「
個
性
」「
独
自

性
」
の
あ
る
地
域
資
源
を
少
人
数
で
自

由
に
楽
し
む
も
の
へ
と
変
化
し
、
こ
う

し
た
新
し
い
観
光
の
時
代
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
本
物
』

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

我
が
町
は
、
日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
『
本
物
』
を

数
多
く
保
有
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

も
の
を
核
と
し
な
が
ら
、
マ
リ
ン
ピ
ン

グ
や
海
洋
体
験
等
と
い
っ
た
新
し
い
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
付
加
し
、
江
差
フ
ァ

ン
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
40
年
続
い
た
町
営
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
時
代
の
変
化
の
中
で
そ
の
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
３
月
末
を
も
っ

て
営
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

施
設
の
活
用
方
策
に
関
し
て
、
早
期
に

検
討
し
ま
す
。

　

協
定
を
締
結
し
て
い
る
各
大
学
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
北
海
道
教
育
大
学
函

館
校
と
は
、
町
民
と
大
学
、
行
政
が
協

働
で
、「
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
」
を
中

心
に
、
江
差
町
の
強
み
で
も
あ
る
『
地

域
力
を
存
分
に
生
か
し
、
江
差
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
プ
ラ
ス
１
を
拠
点
と
し
な
が
ら
、
地

域
で
支
え
る
互
助
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
若

者
と
同
校
学
生
に
よ
り
企
画
運
営
し
て

い
る
「
江
差
ニ
シ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
」
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

は
こ
だ
て
未
来
大
学
と
は
、
公
共
交

通
分
野
に
お
い
て
具
体
的
な
交
通
体
系

の
在
り
方
と
最
適
化
を
目
指
す
た
め
、

人
工
知
能
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
地
域
産
業
力
の
強
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
〉

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、

農
林
水
産
業
や
商
工
業
を
は
じ
め
と
し

た
産
業
の
戦
略
的
な
振
興
策
を
切
れ
目

な
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

農
業
で
は
、
年
々
減
少
を
続
け
る
販

売
農
家
戸
数
対
策
と
し
て
、
新
規
就
農

者
や
農
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
を
事
業
主
体
と
し
て

進
め
て
い
る
水
堀
地
区
の
「
農
業
競
争

力
強
化
農
地
整
備
事
業
」
並
び
に
「
水

利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業
」
の
円
滑

な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
で
生
産
性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
ま

す
。

　

林
業
で
は
、「
江
差
町
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
木
育
事
業
と
し
て
、
出
生
時

に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
等
地
場

産
材
を
活
用
し
た
、
取
り
組
み
を
加
速

し
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
や
保
育
事
業
、
野
そ
駆

除
事
業
等
を
計
画
的
に
実
施
す
る
他
、

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
狩
猟
免
許
の

取
得
・
更
新
費
用
、
猟
銃
所
持
に
係
る

経
費
を
補
助
す
る
等
、
実
施
隊
員
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
回
遊
性
魚
種
の
資
源

変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
前
浜
づ
く
り
と

し
て
、
引
き
続
き
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ

や
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流
事
業
を
実
施
し
、

磯
根
資
源
の
維
持
増
大
に
向
け
た
取
り

令和４年度　町政執行方針・教育行政執行方針

新しい町の顔として道の駅の建設が計画されている江差港マ
リーナ（開陽丸青少年センター）周辺エリア
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集
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せ
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な
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い
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へ
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こ
う

ま
ち
か
ら
の
報
告

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
病
院
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組
み
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
信
金
中
央
金
庫
が
創
立
70
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る
地
域
創

生
推
進
ス
キ
ー
ム
「
Ｓ
Ｃ
Ｂ
ふ
る
さ
と

応
援
団
寄
附
金
」
を
活
用
し
、
サ
ケ
マ

ス
類
の
海
面
養
殖
等
に
取
り
組
む
「
豊

か
な
前
浜
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
本
年
度
か
ら
江
差
港
内
で
展
開

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ア
ワ
ビ
養
殖
漁
業
モ
デ

ル
事
業
」
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
店

頭
販
売
等
様
々
な
販
路
の
拡
大
に
向
け

て
、
そ
の
取
り
組
み
を
充
実
し
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
経
済
の
落
ち
込
み
は

顕
著
で
あ
り
、
地
域
の
〝
商
い
〟
が
成

り
立
つ
仕
組
み
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
持
続
可
能

な
商
店
街
づ
く
り
事
業
を
実
施
す
る
他
、

『
商
店
の
町
か
ら
生
活
を
支
え
る
町
へ
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
各
種
の
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
者
等
の
経
営
基

盤
の
安
定
化
に
資
す
る
た
め
、
江
差
商

工
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
国
の
各
種
支
援
策
を
活
用
し
た

設
備
投
資
・
商
品
開
発
・
創
業
支
援
等

を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。

（
３
）
不
幸
ゼ
ロ
の
ま
ち
の
現
実

　

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
る
「
第
５
期

江
差
町
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
通

じ
て
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
困

り
ご
と
の
声
に
対
し
、
一
つ
で
も
多
く

の
課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う「
助
け
愛
・

支
え
愛
を
未
来
へ
つ
な
げ
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
、
障
が
い
福
祉
で
は
「
第

２
期
江
差
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
他
、
３
つ
の
計
画
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
や
福
祉
関
係
者
等
と
連

携
し
、「
子
ど
も
の
未
来
応
援
事
業
」

の
継
続
的
な
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
北
部
地
域

の
保
育
園
再
編
は
安
全
な
場
所
へ
統
合

移
転
す
る
こ
と
で
検
討
し
ま
す
。
町
立

移
管
へ
の
要
望
の
あ
っ
た
水
堀
学
童
保

育
所
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
な
る
支
援

員
の
人
材
確
保
に
向
け
、
取
り
組
み
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
に
到
達
す
る
令
和
７
年
に
向
け
て

策
定
し
た
「
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
基
本
理
念
実
現

に
向
け
、
江
差
町
の
特
性
を
反
映
し
た

江
差
ら
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
作
り
上
げ
ま
す
。

　

地
域
医
療
で
は
圏
域
全
体
で
、
南
檜

山
全
体
の
持
続
可
能
な
医
療
体
制
の
構

築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
間
医
療
機

関
に
対
す
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

運
営
補
助
、
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
及
び

脳
血
管
疾
患
救
急
搬
送
の
救
急
医
療
確

保
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
で
は
、
不
妊
治
療
費
の
自

己
負
担
分
の
助
成
と
治
療
に
か
か
る
交

通
費
に
つ
い
て
助
成
を
し
、
妊
娠
を
望

む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。

　

サ
ツ
ド
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
と
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て

薬
剤
師
の
派
遣
を
長
期
に
わ
た
っ
て

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
他
、
江

差E
Z

O
C

A

カ
ー
ド
を
用
い
て
健
康
診

断
受
診
者
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
等
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
を
柱
に
、
今
後
も
官
民
協
働
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
ま
す
。

〈
安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く
り
〉

　

防
災
対
策
で
は
、
江
差
町
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
住
民
の
皆
さ
ん
が

「
自
分
た
ち
ご
と
」
と
し
て
利
活
用
で

き
る
よ
う
複
数
町
内
会
単
位
で
各
種
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災

計
画
の
全
面
見
直
し
を
行
い
、
防
災
備

蓄
品
の
整
備
を
進
め
、
災
害
へ
の
対
応

を
強
化
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
で
は
、
交
通
安
全
運
動
の

普
及
啓
発
に
努
め
、
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
対
策
で
は
、
火
災
や
救

急
・
救
命
活
動
へ
の
的
確
な
対
応
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
配
慮
し

た
消
防
総
合
庁
舎
施
設
の
整
備
・
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
２
月
に
サ
ツ

ド
ラ
と
連
携
し
な
が
ら
実
証
実
験
を

行
っ
た
「M

a
a
S

（
マ
ー
ス
）」
の
検

証
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
高
い
利
便
性
と
町
財
政
負
担
を

令和４年度　町政執行方針・教育行政執行方針
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考
慮
し
た
効
率
的
で
持
続
可
能
な
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
し
「
地
域
公
共
交

通
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
地
域
・
未
来
を
担
う

ひ
と
づ
く
り

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か

で
た
く
ま
し
く
育
む
た
め
の
方
針
と
し

て
「
江
差
町
教
育
大
綱
」
の
も
と
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
教
育
、

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
総
合
的

な
施
策
に
つ
い
て
の
協
議
・
調
整
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
８
月
に
新
た
な
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
さ
れ
、
現
状

の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
も
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

※
一
部
内
容
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。
次

ペ
ー
ジ
の
教
育
行
政
執
行
方
針
を
ご
覧

く
だ
さ
い

（
５
）
地
域
を
支
え
る

社
会
基
盤
の
整
備

　

道
路
や
河
川
、
上
下
水
道
等
の
社
会

資
本
で
は
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、

長
寿
命
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
と
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
安
全
で
安
心
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

町
道
の
改
良
工
事
で
は
、
引
き
続
き

「
五
厘
沢
山
崎
線
」
の
用
地
取
得
を
進

め
、
一
部
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
公
共

下
水
道
の
管
渠き
ょ

整
備
と
併
せ
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
円
山
団
地
３
号
通
り
」

は
、
上
水
道
管
の
布
設
替
え
も
同
時
に

実
施
し
、
効
率
的
な
事
業
推
進
を
図
り

ま
す
。

　

橋
梁
で
は
、
引
き
続
き
「
第
３
椴
川

橋
」
の
架
換
工
事
を
行
う
一
方
、「
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
く
５

年
に
一
度
の
法
定
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
で
は
、
花
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
講
習
会
の
開
催
を
実
施
し
ま

す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
昨
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
老
朽
管
の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、「
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ

き
、「
江
差
・
上
ノ
国
下
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
」
の
汚
泥
脱
水
機
等
の
更
新
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

港
湾
で
は
、
港
湾
利
用
者
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
維
持
・
保
全
に
努
め
、
国

の
江
差
港
本
港
地
区
国
内
物
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
事
業
（
南
ふ
頭
物
揚
げ
場
）

と
江
差
港
予
防
保
全
事
業
（
フ
ェ
リ
ー

岸
壁
）
を
実
施
し
ま
す
。

（
６
）
期
待
と
信
頼
の
組
織
づ
く
り

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
町
民

の
命
と
健
康
、
そ
し
て
生
活
を
守
る
た

め
、
使
命
感
と
責
任
感
を
持
ち
、
持
て

る
力
を
存
分
に
発
揮
し
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
課
題
を
解
決
す
る
組
織
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

財
政
運
営
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
間
の
収
支
の
見
通
し
と
財
政
運
営
の

た
め
の
方
針
を
ま
と
め
た
『
中
期
財
政

運
営
方
針
』
に
よ
る
と
５
か
年
で
総
額

４
億
６
千
万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
る
見
通
し
で
す
。
そ
の
た
め
実
質
公

債
費
比
率
も
少
な
く
と
も
15
％
台
を

キ
ー
プ
し
て
い
く
こ
と
を
方
針
と
し
て

掲
げ
ま
し
た
。

　

主
な
財
政
基
盤
の
強
化
策
と
し
て
、

「
事
務
事
業
や
補
助
金
の
見
直
し
」、「
ふ

る
さ
と
納
税
２
億
円
を
目
指
す
」
な
ど

の
対
策
を
本
年
度
か
ら
取
り
組
み
、
収

支
改
善
や
基
金
依
存
度
の
低
い
健
全
で

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
構
築
に
努
め

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
額
対
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
町
だ
け
で
な
く
地
域
で
返
礼

品
を
製
造
す
る
事
業
者
の
所
得
向
上
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
町
で
の
相
談

窓
口
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
等
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
、
寄
附

金
の
増
額
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
も
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
一
件
で

も
多
く
の
ご
寄
附
に
つ
な
が
る
よ
う
私

自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
江
差
町
の
ま
ち

づ
く
り
方
針
を
多
く
の
企
業
に
訴
え
て

い
き
ま
す
。

Ⅲ　

む
す
び

　

令
和
４
年
度
は
、
２
期
目
の
任
期
最

後
の
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
町
民
の
皆
様
、
町
議
会
議
員
の
皆

様
、
企
業
団
体
の
皆
様
等
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
役
場
職
員
一
丸
と
な

り
、
い
か
な
る
困
難
に
も
屈
す
る
こ
と

な
く
、
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
で

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年
度
の
執
行

方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和４年度　町政執行方針・教育行政執行方針

　

昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
が
国
や
道
、
そ
し
て
江
差
町

の
最
優
先
課
題
で
し
た
。
町
ぐ
る
み
の

感
染
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
様
々
な
制

限
を
伴
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
度
の
状

況
よ
り
は
前
進
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
も
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
、「
学

び
の
継
続
の
保
障
」
や
「
最
善
の
教
育
」

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
課
題
の
解
決
と
新
し
い
時
代
に

求
め
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
目
指
し
、「
江
差
町
教
育
大
綱
」
及

び
「
江
差
町
教
育
推
進
計
画
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
学
ぶ
意
欲
を
育

て
、
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
成

し
、
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

教
育
の
充
実
・
発
展
に
一
層
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

江
差
町
の
教
育
を
推
進
す
る
大
き
な

テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向

く
教
育
」
で
す
。
江
差
町
の
学
校
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
が
、
連
携
・
協
働
し
、

江
差
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
に
「
生

き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
、
子

ど
も
一
人
一
人
に
「
ふ
る
さ
と
江
差
に

心
が
向
く
」
姿
が
あ
る
と
押
さ
え
、
生

涯
学
習
の
礎
と
な
る
「
知
」
を
育
む
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
町
の
歴

史
や
文
化
を
次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
、
学
社
融
合
の
基
で
の
「
ふ
る

さ
と
江
差
発
見
学
習
」
を
通
じ
て
、
江

差
の
魅
力
に
感
動
し
、
郷
土
愛
を
受
け

継
ぐ
教
育
の
推
進
に
意
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

〈
１
〉
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、「
幼
児
期

の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
欲
し
い
姿
」

に
迫
る
よ
う
、
育
み
た
い
資
質
・
能
力

を
明
確
に
し
た
教
育
活
動
を
促
し
、
幼

保
・
小
の
合
同
研
修
や
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
に
よ
り
、
教
員
間
の

連
携
を
密
に
し
、
幼
児
教
育
と
小
学
校

教
育
と
の
円
滑
な
接
続
を
進
め
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
判
断
、
行
動
し
、
課

題
解
決
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
及
び
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
相
互
の
連
携

や
協
力
を
図
り
な
が
ら
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
全
て
の
教
育
活

動
を
通
し
て
「
育
成
す
べ
き
資
質
・
能

力
」
が
育
ま
れ
る
よ
う
計
画
し
、
短
期

間
で
の
検
証
と
改
善
を
進
め
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
育
成
は
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
学
校
の
使
命
の
筆
頭

で
す
。

　

指
導
方
法
の
工
夫
改
善
や
評
価
方
法

の
検
討
、
教
員
の
指
導
力
向
上
の
取
り

組
み
を
継
続
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

江
差
北
小
・
中
学
校
が
進
め
る
「
小

中
一
貫
教
育
」
及
び
江
差
中
学
校
区
３

校
が
進
め
る
「
小
中
連
携
教
育
：
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
の
推
進
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
義
務
教
育
９
年
間

を
見
通
し
た
効
果
的
な
学
び
と
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
問
題
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
、

児
童
生
徒
一
人
に
端
末
１
台
や
学
習
支

援
ソ
フ
ト
の
導
入
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
大
容
量
高
速
化
の
整
備
が
な
さ
れ
、

日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活

用
し
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
多
様
な
活
用
法

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
よ
り
充
実
し
た

学
習
を
目
指
し
ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
い
て
、
価
値

観
の
多
様
化
や
複
雑
化
し
て
き
た
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
規
範
意
識
や
思
い

や
り
の
心
を
培
う
た
め
の
道
徳
教
育
の

果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人

間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む
道
徳
教
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

健
や
か
な
身
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
結
果
の
活
用
を
図
り
、
各
学
校
の

江
差
町
教
育
推
進
テ
ー
マ
「
ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向
く
教
育
」

生
涯
学
習
の
礎
と
な
る
「
知
」
を
育
み
、
郷
土
愛
を
受
け
継
ぐ
教
育
の
推
進
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ら
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ま
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「
一
校
一
実
践
」
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
」

運
動
の
推
進
及
び
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

使
用
時
間
の
縮
小
化
を
通
し
、
子
ど
も

た
ち
の
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
新
給
食
セ

ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
米
飯
給
食
が
提

供
さ
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図

り
、
栄
養
教
諭
を
中
心
と
し
た
食
育
の

推
進
に
も
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。
学
校
に
お
け
る

指
導
体
制
を
強
化
し
、
い
じ
め
を
絶
対

に
許
さ
な
い
風
土
づ
く
り
、
子
ど
も
の

サ
イ
ン
を
的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
感

度
の
高
い
見
守
り
、
迅
速
な
報
告
・
連

絡
・
相
談
と
素
早
い
組
織
対
応
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

　

学
校
、
子
ど
も
達
、
保
護
者
か
ら
の

教
育
問
題
や
生
活
等
に
関
す
る
悩
み
な

ど
の
解
決
に
は
、
学
校
、
保
護
者
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
連
携
に
努

め
、
事
案
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
迅
速

か
つ
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
各
学
校
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
そ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
幼
児
期

よ
り
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
か
ら

の
教
育
支
援
に
努
め
、
幼
保
小
中
、
町

の
保
健
師
及
び
関
係
専
門
機
関
と
の
日

常
的
な
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
江

差
北
中
学
校
区
の
江
差
北
小
・
中
学
校

で
は
「
小
中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学

校
」
と
し
て
本
制
度
を
効
果
的
に
活
用

し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
効

果
的
な
学
び
を
推
進
し
ま
す
。

　

江
差
中
学
校
区
に
つ
い
て
も
、
小
中

連
携
を
強
化
し
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
そ
の
中
心
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
江
差
発
見
学
習
」
を
社

会
教
育
と
の
融
合
事
業
と
し
て
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置

し
、
外
国
語
並
び
に
国
際
理
解
教
育
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
や
近
年
顕
在
化
し
て
い
る
大
雨
災

害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
防
災
教
育
に

生
か
し
、
実
践
的
な
防
災
の
在
り
方
を

学
ぶ
「
１
日
防
災
学
校
」
も
引
き
続
き

取
り
組
み
、
災
害
か
ら
命
を
守
る
こ
と

や
災
害
時
の
適
切
な
行
動
に
つ
い
て
学

ぶ
教
育
の
充
実
を
図
り
、
防
災
へ
の
備

え
を
育
み
ま
す
。

　

登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
各
中
学
校
区
の
健
全
育
成

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
連
携
や
協
力
に
よ
り

安
全
の
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
側
面

的
に
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
地
域
や
学

校
の
実
情
に
応
じ
た
安
全
体
制
の
一
層

の
強
化
に
努
め
ま
す
。

〈
２
〉
学
校
の
組
織
力
の
強
化
と
教
職

員
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

学
校
は
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
具
現

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

校
長
の
経
営
手
腕
の
発
揮
に
関
す
る
支

援
に
努
め
、
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ

い
て
も
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お

け
る
小
中
学
校
間
の
情
報
交
流
を
自
分

の
実
践
に
生
か
す
こ
と
や
、
授
業
研
究

の
促
進
を
図
る
た
め
の
授
業
公
開
を
積

極
的
に
奨
励
す
る
ほ
か
、
道
立
教
育
研

究
所
の
事
業
に
よ
る
特
別
講
座
の
継
続

と
学
習
規
律
や
生
活
規
律
の
確
立
と
定

着
を
図
る
各
学
校
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

〈
３
〉
学
校
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
に
つ
い
て

　

日
本
の
教
員
の
長
時
間
に
わ
た
る
過

重
な
勤
務
実
態
が
、
教
育
現
場
で
の
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
在
校
時
間
を
客
観
的
に
計
測

す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
退
勤
時
間
が

早
ま
り
、
時
間
外
勤
務
が
減
少
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
他
、
月
２
回

以
上
の
「
定
時
退
勤
日
」、
年
２
回
以

上
の
「
時
間
外
勤
務
等
縮
減
強
調
週

間
」、
長
期
休
業
中
の
「
学
校
閉
庁
日
」

の
設
定
や
、
留
守
番
電
話
対
応
・
メ
ー

ル
に
よ
る
連
絡
対
応
、
部
活
動
指
導
に

関
わ
る
負
担
軽
減
等
に
よ
り
、
学
校
に

お
け
る
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
ま
す
。

〈
４
〉
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
の
権
限
機
能
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
指
導
主
事
を
配
置
し
、
学
校
現
場
へ

の
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
安
全
で
安
心
な
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転

改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
体
工

事
、
厨
房
機
器
の
設
置
、
外
構
工
事
、

既
存
施
設
の
撤
去
に
着
手
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

〈
１
〉
社
会
教
育
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、
社
会

教
育
委
員
を
は
じ
め
、
地
域
や
関
係
機

関
と
の
連
携
に
努
め
、
新
た
に
生
涯
学
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習
推
進
員
を
配
置
し
、
町
民
の
学
習
機

会
の
拡
大
に
向
け
て
体
制
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
全
小
中
学
校
に
設
置

さ
れ
ま
し
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
の
更
な
る
充
実
に
努
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
標

に
支
援
し
ま
す
。

〈
２
〉
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
一
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
ぶ
環
境
と
し
て
青
少
年
、
家
庭
、
成

人
教
育
な
ど
、
各
世
代
に
お
け
る
学
習

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

「
江
差
町
青
少
年
健
全
育
成
会
議
」

を
活
動
の
中
核
と
し
て
、
地
域
や
家
庭

教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
連
携
し
た
子
ど

も
の
見
守
り
活
動
や
「
み
ん
な
で
育
て

る
え
さ
し
っ
子
」
運
動
を
更
に
展
開
し
、

安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
の
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

〈
３
〉
図
書
館
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町

民
が
、
生
涯
に
わ
た
り
本
に
親
し
み
、

豊
か
な
心
を
育
む
読
書
環
境
の
充
実
を

目
指
し
ま
す
。

　

週
２
回
、
午
後
７
時
ま
で
の
開
館
時

間
の
延
長
を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に

導
入
さ
れ
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

４
月
か
ら
は
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に

蔵
書
検
索
や
貸
出
予
約
も
可
能
と
な
る

た
め
、
更
な
る
利
用
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
や
広
報
活
動
等
を
積
極
的
に
展

開
し
ま
す
。

〈
４
〉
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
町
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。 

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
は
近
年
増
え

て
お
り
、
町
内
３
カ
所
で
町
民
が
自
主

的
に
開
設
し
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

へ
の
管
理
運
営
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

　

ま
た
、「
夏
休
み
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」
や
「
冬
休
み
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
」

は
子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

の
た
め
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

江
差
町
運
動
公
園
で
は
、
引
き
続
き

球
場
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
へ
の
広
告
を
募

集
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
助

成
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
を

進
め
ま
す
。

〈
５
〉
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

　

「
江
差
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に

掲
げ
た
「
歴
史
が
暮
ら
し
に
と
け
こ
み

「
生
活
の
リ
ズ
ム
」
を
刻
む
ま
ち
」
と

い
う
目
指
す
姿
に
向
か
っ
て
、
町
民
・

専
門
家
・
行
政
が
参
加
す
る
組
織
「
エ

エ
町
、
江
差
宝
箱
会
議
」
の
充
実
を
図

り
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
が
し
っ
か

り
保
存
活
用
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
す
。

　

考
古
学
専
門
の
学
芸
員
が
配
置
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
開
陽
丸
遺
跡
」
の
海

底
調
査
を
行
い
、
現
状
の
確
認
や
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

休
館
と
な
っ
て
い
る
北
海
道
有
形
民

俗
文
化
財
「
江
差
姥
神
町
横
山
家
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
の
保
存
活
用
に

つ
い
て
早
期
に
解
決
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

〈
６
〉
博
物
館
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

所
蔵
資
料
の
保
管
整
理
や
収
集
を
進

め
、「
江
差
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

に
基
づ
く
展
示
資
料
の
更
新
・
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
全
小
中
学
校
で
の

江
差
追
分
の
学
習
を
は
じ
め
、
地
域
の

人
材
と
素
材
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ

た
「
ふ
る
さ
と
江
差
発
見
学
習
」
な
ど
、

地
域
の
子
供
た
ち
を
育
て
る
学
習
支

援
・
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
世
代
間
の
交
流
や
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
も
推
進
し

ま
す
。

〈
７
〉
文
化
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

　

町
民
の
文
化
振
興
の
た
め
に
活
発
に

活
動
し
て
い
る
江
差
町
文
化
協
会
主
催

の
「
江
差
町
民
文
化
祭
」
や
加
盟
団
体

に
よ
る
「
み
ち
く
さ
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
等
の
活
動
の
更
な
る
充
実

に
向
け
て
支
援
を
今
後
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
振
興
の
中
心
的
な
施
設

で
あ
る
「
江
差
町
文
化
会
館
」
の
利
活

用
を
促
進
す
る
た
め
、
町
民
も
気
軽
に

親
し
む
施
設
利
用
を
目
指
し
た
事
業
展

開
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
む
す
び
】

　

江
差
町
教
育
委
員
会
は
、
町
長
が
主

宰
す
る
総
合
教
育
会
議
に
積
極
的
に
参

画
し
、
教
育
大
綱
や
江
差
町
教
育
推
進

計
画
を
基
に
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
学

力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
江
差
町
が

誇
る
豊
か
な
自
然
や
優
れ
た
伝
統
文
化

が
根
付
く
環
境
の
中
で
、
し
っ
か
り
と

「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、
教
育

行
政
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
全
般
に
わ
た
る
点

検
評
価
と
外
部
評
価
委
員
に
よ
る
評
価

を
通
じ
、
行
政
の
透
明
化
と
説
明
責
任

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年度　町政執行方針・教育行政執行方針
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４月初旬は窓口が大変混雑しますので
皆様のご協力をお願いします

■窓口が混雑する時期について

　年度替わりを迎えるこの時期、転入や転出な

どの異動届に関する手続きが多くなり、窓口が

大変混み合います。このため、待ち時間が１時

間以上となる場合がありますので、特に４月１

日（金）～４月６日（水）の間は時間に余裕をもっ

て窓口へお越しください。

※転入転出手続きに必要な「住民異動届」は、

江差町ホームページからダウンロード出来ます

ので、利用できる方は、事前に記載の上、お越

しくださいますようお願いいたします。

ホームページアドレス

https://www.hokkaido-esashi.jp/modules/

lifeinfo/category0001.html

　　　　　　　　　　　ＱＲコード

■窓口の受付時間の延長について

　４月１日（金）、４日（月）、５日（火）の３

日間は、窓口の混雑緩和のため、午後７時まで

受付時間を延長します。

■マイナンバーカードの受取の注意について

　マイナンバーカードの申請中に転出された方

は、カードを受け取ることができなくなります。

　転入後の市区町村窓口にて、マイナンバー

カードの再申請について相談してください。

■マイナンバーカードの手続きについて

　マイナンバーカードの受け取り、電子証明書

の更新手続きについては可能な限り窓口が混雑

する時期をさけてお越しくださいますようご協

力をお願いいたします。

お問い合わせ先

　町民福祉課住民おもてなし係（☎52－6720）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

確
認
書
の
受
付
は
４
月
２６
日
（
火
）
ま
で

雇
さ
れ
た
場
合

★
事
例
２

　

感
染
者
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
に
特
定
さ

れ
、
仕
事
を
休
ん
だ
た
め
に
給
料
が
減
額

さ
れ
た
場
合

★
事
例
３

　

看
病
等
の
た
め
感
染
流
行
地
に
滞
在
し
、

職
場
に
戻
る
前
の
自
宅
待
機
期
間
中
の
給

料
が
減
額
さ
れ
た
場
合

〇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
役
場
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
コ
ピ
ー

　

（
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

・
受
け
取
る
口
座
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

・
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
で

発
行
す
る
住
民
税
非
課
税
証
明
書
（
世

帯
全
員
分
）（
❶
の
世
帯
の
み
）

・
申
立
書
（
❷
の
世
帯
の
み
）

※
❶
と
❷
の
世
帯
の
申
請
は
、
令
和
４
年

９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

（
☎
５
２

－

６
７
２
０
）

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
１
月
下
旬

に
確
認
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
令

和
４
年
４
月
26
日
ま
で
に
返
信
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
に
な
る
方
で
ま
だ

返
信
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
目
に
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

〇
給
付
額　

１
世
帯
に
つ
き
10
万
円

〇
対　

象　

令
和
３
年
12
月
10
日
時
点
で

江
差
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
。

　

（
但
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
被
扶
養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世

帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

◆
確
認
書
が
届
か
な
く
て
も
、
申
請
に
よ

り
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

❶
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

非
課
税
世
帯

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
令
和
３
年
１
月
以
降
の
家
計

が
急
変
し
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

（
任
意
の
１
か
月
の
収
入
を
12
倍
し
た

金
額
と
課
税
限
度
額
を
比
較
し
て
決
定

し
ま
す
）

★
事
例
１

　

感
染
症
の
影
響
で
事
業
を
縮
小
し
、
解

法
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町
立
か
も
め
保
育
園
及
び
水
堀
保
育

園
に
お
い
て
、
子
育
て
に
悩
み
、
不
安

を
持
つ
保
護
者
や
、
遊
び
場
を
求
め
る

親
子
へ
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

　

各
保
育
園
の
遊
戯
室
を
下
記
の
日
程

で
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も
、

面
談
や
電
話
で
の
対
応
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
年

間
予
定
表
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要

※
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
か
も
め
保
育
園（
☎
５
６

－

１
４
４
０
）

◆
日
時

　

第
１
・
第
３　

木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◆
場
所

　

か
も
め
保
育
園
（
円
山
313

－

20
）

◎
水
堀
保
育
園
（
☎
５
３

－

６
７
０
５
）

◆
日
時

　

第
２
・
第
４　

木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◆
場
所

　

水
堀
保
育
園
（
水
堀
町
136
）

◆
対
象
者
（
共
通
）

　

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
通
っ

て
い
な
い
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
の
方

　

江
差
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
場
と
し
て
、
育

児
相
談
を
は
じ
め
、
楽
し
く
交
流
が
で

き
る
よ
う
、
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
プ
レ

イ
ル
ー
ム
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
交
流
の
場
と

し
て
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
気
軽
に
利

用
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

活
動
内
容
に
つ
い
て

◎
親
子
あ
そ
び
広
場

　

週
に
１
回
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
日
明
保

育
園
）
を
開
放
し
、
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
親
子
遊
び
の
紹
介
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。
※
申
し
込
み
不
要

◆
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

◎
育
児
相
談

　

来
園
で
の
相
談
の
ほ
か
、
電
話
で
の

相
談
も
で
き
ま
す
。
子
育
て
中
で
感
じ

る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◎
グ
ル
ー
プ
支
援

　

要
望
に
応
じ
て
自
主
サ
ー
ク
ル
へ

遊
具
の
貸
し
出
し
や
、
遊
び
の
紹
介
等

を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
子
育
て
支
援
だ
よ
り（
年
６
回
発
行
）

　

活
動
内
容
や
予
定
表
を
記
載
し
て

お
り
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
・
保
育
園

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
尾
山
町
126
）

　

（
☎
５
２

－

３
１
１
６
）

江
差
町

　

  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
明
保
育
園
内
）

な
か
よ
し
広
場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」

な
か
よ
し
広
場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」

　　    
か
も
め
保
育
園
・
水
堀
保
育
園

か
も
め
保
育
園
・
水
堀
保
育
園

法
テ
ラ
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通
信

道
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江
差
病
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ま
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緊急通報

連絡

安否確認

救援出動

利用者

緊急通報装置

緊急連絡員

隣人
など

消防署

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

町
内
で
の
お
出
か
け
や
通
院
等
自

由
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方

※
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期

限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

紛
失
・
汚
損
等
の
際
に
は
、
申
請

に
よ
り
再
交
付
も
で
き
ま
す
。

　

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

自
宅
に
体
調
の
急
変
な
ど
の
緊
急
時

に
ボ
タ
ン
一
つ
で
江
差
消
防
署
に
24

時
間
い
つ
で
も
直
通
で
通
報
で
き
る

装
置
の
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
（
貸
与
）
す
る
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
安
全
確
保
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◆
利
用
対
象
者

・
在
宅
の
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
で
、

日
常
生
活
に
注
意
が
必
要
な
方
等

・
在
宅
の
障
が
い
者
等
で
、
日
常
生

活
に
注
意
が
必
要
な
方
等

◆
申
し
込
み
方
法

　

利
用
申
請
書
、
緊
急
連
絡
員
同
意

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
申
請
書
等
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）

◆
設
置
手
数
料　

２
，
５
０
０
円

※
設
置
に
は
固
定
電
話
回
線
が
必
要

で
す
。

　

バ
ス
半
額
券
、
緊
急
通
報
設
置
は
、

役
場
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
な
ど
氏

名
・
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
向

け
に
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
江
差
に
い

つ
ま
で
も
、
元
気
に
快
適
で
安
全
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

江
差
町
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス

の
料
金
が
半
額
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。 バ

ス
半
額
券
（
高
齢
者
・

特
定
疾
患
者
乗
車
証
）
は

お
持
ち
で
す
か
？

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

各　

種　

申　

込

お問い合わせ先：高齢あんしん課高齢者支援係（☎52－6726）

↑交付された乗車証をバスから
降りる際に、運転手さんへ見
せてください。
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町
で
は
、
庁
舎
は
「
町
民
の
財
産
」
で
あ
り
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
楽

し
く
利
用
で
き
る
役
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
庁
舎
の
一
部
を
開
放
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
総
務
係　

☎
０
１
３
９

－

５
２

－

６
７
１
１

【場所】中２階　　　
【名称】住民談話ホール
【設備】イス・テーブルあり
【用途】コワーキングスペース・
　　　 打合せ・自習など

【料金】無料
【利用時間】8：45～17：15
【おすすめポイント】
　かもめ島や港が一望できるフロ

アで、風景明媚な場所です

【場所】２階　　　
【名称】食堂
【設備】Web用TVイス・テーブル・
　　　 パーティションを配置

【用途】コワーキングスペース・
　　　 Web会議用務

【料金】無料
【利用時間】8：45～17：15
【おすすめポイント】
　人数に応じて利用できる会議ス

ペースです

利
用
し
や
す
い
役
場
を
目
指
し
て

利
用
し
や
す
い
役
場
を
目
指
し
て

※コワーキングスペースとは、作業スペースを共有できる空間のことをいいます。

上記は主に一例であり、他にも利用できるスペースがあります。
注①Wi-Fi機器等もお貸ししております。
注②スペースや利用方法について、有料になる場合があります。

※見本※

　

町
で
は
、
在
宅
で
重
度
の
身
体
・
知

的
障
が
い
者
の
方
な
ど
が
、
通
院
や
買

物
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
る
際

に
、タ
ク
シ
ー
料
金
が
助
成
と
な
る
「
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
に

記
載
の
も
の
を
持
参
の
上
、
担
当
係
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
交
付
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
・
３
級
の
方

　

（
下
肢
及
び
体
幹
機
能
障
害
に
限
り

ま
す
）

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方

　

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
減

免
対
象
の
方
を
除
く

◆
交
付
内
容

　

５
０
０
円
の
利
用
券
を
１
年
間
60
枚

交
付
し
ま
す
。

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
５
枚
ま
で
使
用

で
き
ま
す
。

◆
利
用
範
囲

　

江
差
町
内
に
限
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
外
医
療
機
関
等
（
歯
科

医
、
鍼
灸
、
整
骨
院
含
む
）
へ
の
通
院

時
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
利
用
事
業
所

・
桧
山
ハ
イ
ヤ
ー

・
松
岡
タ
ク
シ
ー

・
俄
虫
タ
ク
シ
ー

・
上
ノ
国
ハ
イ
ヤ
ー

・
お
と
べ
ハ
イ
ヤ
ー

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　

（
☎
５
２

－

６
７
２
０
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
の
ご
案
内
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軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
に
つ
い
て

　

４
月
に
発
送
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
に
つ
い
て
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
を
申
し
出
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
の
７
日
前
（
４

月
25
日
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
役
場
税
務
課
窓
口
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

主
な
要
件

・
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
場
合

・
身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
本
人
又
は

生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
の
場
合
（
１
台
に
限
る
）

・
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車

の
場
合

必
要
書
類

・
申
請
書

・
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
検
証
の
写
し

・
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

が
確
認
で
き
る
も
の

・
納
税
通
知
書
（
４
月
11
日
頃
発
送
予
定
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
の
評
価
額
等
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
現
在
の
価
格
決
定
状
況

等
に
つ
い
て
、
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
縦
覧
・

閲
覧
が
で
き
る
方
、
期
間
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
縦　

覧
】

　

他
の
土
地
・
家
屋
と
の
比
較
に
よ
り
、

自
己
所
有
固
定
資
産
税
が
適
正
に
課
税
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
制

度【
閲　

覧
】

　

自
己
所
有
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
記

載
内
容
の
確
認
が
で
き
る
制
度

■
縦
覧
及
び
閲
覧
が
で
き
る
方

　

固
定
資
産
税
納
税
者
の
方
な
ど

■
縦
覧
及
び
閲
覧
が
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月
31
日

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
そ
の
他

　

請
求
書
、
本
人
確
認
書
類
、
返
信
用
封

筒
を
送
付
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
で
も
対

応
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
課
税
係
（
☎
５
２-

６
７
２
３
）

・４月６日（水）～１５日（金）は「春の全国交通安全運動」期間です

　～暖かくなり雪も解け、歩行者や自転車を利用する方が増える季節となりました。
　更に、運転に慣れていない初心者ドライバーや知らぬ土地を運転する観光ドライ

バーも多くなりますので、「○○かもしれない運転」を心がけ安全運転しましょう。

・「一斉街頭啓発（旗の波作戦）」を実施します

　日時　令和４年４月６日（水）　午後４時～（３０分程度）
　場所　江差町役場前 
　内容　通行車両に対する旗の波作戦 

・「居眠り運転」には要注意 

　～春はポカポカ陽気につられ、ついウトウトしてしまいます。少しでも疲労や眠気を感

じたら、一度車両を止めストレッチをするなど休憩や気分転換することが大事です。

・「スピードダウン」と「全席シートベルト着用」を徹底しましょう

　～走りやすい路面状況になることから、ついスピードを出してしまいます。時間に
余裕をもった運転と、もし事故に遭っても被害を最小限にするため全席シートベル
ト着用を徹底しましょう。

交 通 安 全 情 報

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
病
院

ま
ち
の
出
来
事

広報えさし 4 月号13

特
　
　
集

ま
ち
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
な
び
た
い

図
書
館
へ
行
こ
う

ま
ち
か
ら
の
報
告

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

道
立
江
差
病
院

ま
ち
の
出
来
事



町道砂川４号通り

ド
を
読
み
取
っ
て
い

た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
締
切
を
４
月

30
日
（
土
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
れ

入
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
調
査
は
販
売
行
為
で
は

な
い
た
め
、
消
防
職
員
を
名
乗
っ
て

販
売
行
為
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

消
火
栓
水
出
し
点
検
の

お
知
ら
せ　

 

　

日
頃
よ
り
消
防
業
務
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

冬
期
間
に
お
い
て
は
消
防
水
利
付

近
の
除
雪
等
ご
協
力
頂
き
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
春
に
実
施
し
て
い
る
、
町
内

一
斉
の
消
火
栓
水
出
し
点
検
を
下
表

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

点
検
に
あ
た
り
、
消
火
栓
付
近
の

水
道
水
が
濁
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

み
な
さ
ま
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
の

お
知
ら
せ

４
月
20
日
（
水
）
～
30
日
（
土
）
は

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　

春
は
空
気
の
乾
燥
や
強
風
で
火
が

広
が
り
や
す
い
た
め
、
１
年
で
火
災

が
最
も
多
い
時
季
で
す
。

　

住
宅
火
災
や
林
野
火
災
の
多
く
は

人
間
の
不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い

る
た
め
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
注
意

す
る
こ
と
で
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
か
け
が
え
の

な
い
財
産
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
火

災
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
の
消
防
法
の
改
正
で
、

既
存
住
宅
を
含
む
す
べ
て
の
住
宅

に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
現
在
の
設
置
状
況
や
維
持
管
理

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
毎
年
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
は
５
分
程
度
で
終
了
す
る

簡
単
な
内
容
で
、
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
回
答
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

お問い合わせ先：江差消防署（☎52－1072）

江差消防署よりお知らせ

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
点
検
時
間
帯

　

8
時
30
分
～
11
時
30
分　

点　検　日 点　検　場　所

４月11日（月） 本町・上野・橋本・円山・緑丘・新地

４月12日（火） 豊川・東山・桧岱・新栄・愛宕・中歌・姥神

４月13日（水） 陣屋・茂尻・海岸・津花・姥神

４月14日（木） 南が丘・萩の岱・南浜・柏・砂川・椴川

４月15日（金）
※土・日曜日は
　点検しません。

大澗・泊・尾山・田沢・伏木戸・柳崎

４月18日（月） 水堀・越前・中網・小黒部・朝日・鰔川・五厘沢

※上記日程で実施出来ない場合は19日（火）以降順延し点検します。

お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末

お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末

全
国
統
一
防
火
標
語

「町道砂川４号通り」開通の
お知らせ

　平成 30 年度から進めていた道路工事が完成しま
したので、開通いたします。

　開通日時　　４月８日（金）　９時より

　お問い合わせ先
　　建設水道課土木管理係（☎５２－６７１４）
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【活動内容のご紹介】※新型コロナウイルスの状況によっては、開放時間などに変更がございます。

※ICT教室…スマホやタブレット、パソコンなどの操作方法をコーディネーターの分かる範囲で説明しています。

（※ご自身のICT機種・機械をご持参ください）

※お箸づくり（地域貢献）…介護を受けても “ お箸を使い続けたい ” と願う町内の高齢の方々へ向けて、とても使い

やすい木製の手づくり箸をプレゼントしませんか？作り方は、手づくり講座を受講した

方々が、講師の方から教わった技術を伝承します。

※ふまねっと運動…歩行機能改善や注意・集中・記憶力の改善を目的として、大きなマス目状の「あみ」を踏ま

ないようにゆっくり歩く運動です。

江差BASEプラス１予定表

日　時：令和４年４月21日（木）PM1：30～PM2：30
場　所：江差BASEプラス１
テーマ：認知症のキホン
定　員：10名
申　込：４月20日（水）　締め切り
　　　　準備の都合上必ずお申込みください。

認知症カフェ☆参加者募集☆

2022年4月 【OPEN～10：00 / CLOSE～16：00】

＊江差BASEプラス１：☎56－8525
＊高齢あんしん課地域包括支援係：☎52－6726

日 月 火 水 木 金 土

１ ２
ダンスをしよう

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
※ICT教室 ※お箸づくり 運動をしよう DVD鑑賞 ダンスをしよう

10 11 12 13 14 15 16
ICT教室 お箸づくり 運動をしよう 勉強会

（SDGsについて）
ダンスをしよう

17 18 19 20 21 22 23
ICT教室 お箸づくり 運動をしよう

……………………
地域支え合い協議体

DVD鑑賞
……………………

認知症カフェ
ケアカフェ

ダンスをしよう

24 25 26 27 28 29 30
ICT教室 お箸づくり ※ふまねっと運動

……………………
まちカフェ江差理事会

勉強会
……………………
まちカフェ江差理事会

㊡

お問合せ

おしゃべりカフェは

OPEN時はいつでも

行っています

「ケアカフェ」は、医療介護福祉の職場で働く人
たちの集まりの場です。顔の見える関係づくりと日頃のケ
アの相談場所を提供しています。毎回テーマが変わります
ので、興味のあるテーマの時だけの参加も大歓迎です。お
越しの際は、マスクをご着用下さい。また、オンラインで参
加希望の方は、地域包括支援係までお問合せ下さい。

ケアカフェえさし☆参加者募集☆

テーマ：「きくケア」
日　時：令和４年４月21日（木）PM6：30～PM7：30
場　所：江差BASEプラス１

●各メニューの活動時間～他の時間で希望があればご連絡下さい。活動メニューへの参加申し込みは不要です。

月＊10：00～12：00 火～金＊13：30～15：30

[　　　　　　　　][　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
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お

知

ら

せ

応
募
条
件

　

収
入
額
や
世
帯
状
況
、
現
在
の
住
居
状

況
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
は
、
原
則
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問　

増
川
建
設
・
オ
オ
フ
ル
建
築
設
計
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
道
営
住
宅
指
定
管
理
者
）

（
☎
５
３-

６
８
５
７
）

   

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
（
ハ
ン
タ
ー
）

   

の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
等
の
有
害

鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
対
員
（
ハ
ン
タ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
隊
員
に
は
、
出
勤
に
対
す
る
報
酬
、

ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
た
際
の
報
奨

金
を
交
付
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
方
へ
の
経
費
補
助
及
び
猟
銃
の

購
入
に
対
す
る
支
援
制
度
も
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。

問　

産
業
振
興
課
林
務
係

　
　

（
☎
５
２-

６
７
２
９
）

   

町
営
住
宅
空
き
室
情
報

〈
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
住
宅
〉

一
般
世
帯
向
け
住
宅

陣
屋
団
地
３
号
棟

　

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

入
居
可
能
日　

令
和
４
年
5
月
上
旬
～

※
一
般
世
帯
の
住
宅
は
原
則
２
人
以
上
の

世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

財
政
課
住
宅
管
財
係

　
　

（
☎
５
２-

６
７
１
５
）

   

道
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

〈
随
時
募
集
申
込
対
象
住
宅
〉

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅
●

　

（
２
人
以
上
の
世
帯
向
け
）

〇
檜
山
団
地

　

木
造
棟　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
メ
ゾ
ネ
ッ
ト 

１
戸

〇
檜
山
団
地
【
Ｅ
Ｖ
あ
り
】

　

Ｒ
Ｃ
棟　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
階
１
戸

募　
　
　

集

4
月　

掲
示
板

    

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

    

お
知
ら
せ

【
令
和
４
年
度
の
保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て
】

　

令
和
４
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
・
39
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

06
％
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・
64
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
16
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
北
海
道

支
部
の
保
険
料
率
が
引
き
下
げ
と
な
る
の
は

初
め
て
で
す
。

　

主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
医
療

機
関
受
診
に
対
す
る
行
動
変
容
が
起
こ
っ
た

こ
と
で
、
医
療
費
の
上
昇
が
一
時
的
に
抑
え

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
健
康
保
険
料
率
及
び
介

護
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
に
関
し
ま
し
て
、

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　
　

北
海
道
支
部　

（
☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２（
代
表
））

   

年
金
相
談

　

日
時　

４
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

申
込
期
日　

４
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　

場
所　

役
場
住
民
相
談
室

　

問　

健
康
推
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　

（
☎
５
２-

６
７
２
５
）

    

春
は
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
で
す

　

春
の
訪
れ
と
合
わ
せ
ヒ
グ
マ
の
活
動
が

広
範
囲
に
広
が
り
ま
す
。「
あ
な
た
が
被
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
に
」、
登
山
や
山
菜
採

り
等
で
入
山
す
る
場
合
は
、
次
の
10
か
条

を
心
が
け
た
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
一
番
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

②
一
人
で
は
野
山
に
入
ら
ず
、
複
数
で
行

動
す
る
。

③
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
て
か
ら

入
山
す
る
。

④
薄
暗
い
時
間
帯
は
入
山
し
な
い
。

⑤
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

⑥
フ
ン
や
足
跡
を
見
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

返
す
。

⑦
熊
除
け
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
は
必
ず
携
帯

す
る
。

⑧
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
家
族
や
知
人
に

伝
え
る
。

⑨
携
帯
電
話
や
非
常
食
の
持
参
を
す
る
。

⑩
常
に
音
を
出
し
な
が
ら
行
動
す
る
。

問　

産
業
振
興
課
林
務
係

　
　

（
☎
５
２-

６
７
２
９
）
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精
神
保
健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

　

精
神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談
員

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

日
時　

４
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

　

申
込　

４
月
11
日
（
月
）
午
前
中

　

場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

　

問　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　

（
☎
５
２-

１
０
５
３
）

令和３年度　ふるさと応援寄付金の状況
（２月末現在）

寄付件数： 　   4,299 件

寄付金額：66,974,000 円

小さな町の大きな挑戦
～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい !!

※下記サイトでもお礼の品の閲覧、お申し込みができます。
さとふる【https://www.satofull.jp/town-esashi-hokkaido/】
三越伊勢丹【https://mifurusato.jp/j/013617.html/】
ふるさとチョイス【https://www.furusato-tax.jp/city/product/01361】
楽天ふるさと納税【https://www.rakuten.co.jp/f013617-esashi/】

総人口
　男
　女
世帯数

（　）内前月比

人 口 と 世 帯
令和４年２月末現在

7,119
3,440
3,679
4,171

おくやみ申しあげます
（２月１日～２月 28 日）

（住所）　　　　（氏名）　　　（年齢）  （死亡日）　

陣屋町　 佐々木　　　勇さん　85 歳　 2 月 1 日
陣屋町　 樋　口　昭　夫さん　84 歳　 2 月 4 日
水堀町　 小笠原　道　昭さん　77 歳　 2 月 14 日
柳崎町　 三　上　秀　雄さん　64 歳　 2 月 15 日
新栄町　 折　戸　礼　子さん　84 歳　 2 月 17 日
津花町　 松　崎　麗　子さん　92 歳　 2 月 18 日
柳崎町　 糸　畑　勝　治さん　92 歳　 2 月 21 日
泊　町　 大　谷　昌　司さん　85 歳　 2 月 25 日
豊川町　 松　見　洋　子さん　82 歳　 2 月 25 日

（－22）
（－13）
（－９）
（－11）

４月の納税
軽自動車税（種別割）
口座振替は納め忘れを防止
するための手法の１つです。
希望される方は税務課まで。

   
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

   
（e

LT
A

X

）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

eL
T

A
X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
と
は
、
地

方
税
（
法
人
道
民
税
や
法
人
事
業
税
な
ど
）

の
申
告
や
納
税
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
共
通

の
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
か
ら
道
民
税
利
子
割
、

道
民
税
配
当
割
及
び
道
民
税
株
式
等
譲
渡
所

得
割
の
申
告
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
、
電
子
納

税
が
で
き
る
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
も

稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、eL

T
A

X

の
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

→h
ttp

s

：//w
w

w
.elta

x
.lta

.g
o
.jp

問　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部　

　
　

（
☎
０
１
１-

２
０
４-

５
０
８
３
）

　
　

檜
山
振
興
局
税
務
課　

　
　

（
☎
５
２-

６
４
７
２
）

    

運
転
免
許
の
更
新
講
習

　

日
時　

４
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

優
良　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

違
反　

午
後
２
時
15
分
～

　
　
　
　

４
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

優
良　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

一
般　

午
後
２
時
～

　
　
　
　

初
回　

午
後
３
時
45
分
～

　

場
所　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

運
営
協
会
「
ま
な
び
っ
く
」

問　

江
差
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会

　
　

（
江
差
警
察
署
内
）

　
　

（
☎
５
２-

０
１
１
０
）

  

令
和
３
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別

   

所
得
税
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

   

の
確
定
申
告
に
よ
る
国
税
の
振
替
日

   

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
分
の
申
告
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
振
替
日
は
４
月
21
日
（
木
）、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
振
替
日
は
４
月
26
日
（
火
）
で
す
。

　

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
納
税
資
金
の
ご
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

江
差
税
務
署

　
　

（
☎
５
２-

０
０
７
８
）

   

聴
覚
障
が
い
者
の
言
葉
（
手
話
）

   

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

管
内
に
あ
る
手
話
学
習
会
や
、
手
話
に
関

す
る
書
籍
の
案
内
、
近
隣
の
ろ
う
あ
者
団
体

の
行
事
案
内
な
ど
、
聴
覚
障
が
い
者
に
関
す

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

手
話
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問　

檜
山
振
興
局
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　

内
北
海
道
手
話
通
訳
派
遣
セ
ン
タ
ー

　
　

檜
山
設
置
手
話
通
訳
者　

酒
谷　

佳
代

　
　

（
☎
５
２-

６
６
５
１
）　

　
　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２-

３
０
１
０
）
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まなびたい
生涯学習情報

まなびたい

　江差町教育委員会では、教育・文化・スポーツの各分野において優秀な成績等を収められた方または団
体を対象に毎年表彰を行っております。
　受賞された皆さま誠におめでとうございます。
※例年行っている表彰式は、感染症対策のため中止させていただきました。

　令和４年３月 10 日（木）、江差ライオ
ンズクラブ（会長 紺谷ひろ美）様より、
地域の青少年健全育成活動として、町内
小学校の新入学児童へとノートと鉛筆 40
セットを寄贈いただきました。

令和３年度 江差町教育・文化・スポーツ奨励賞

江差ライオンズクラブより文房具寄贈

　現在、シニアカレッジ江差学園では、学生を募集しております。当学園（旧：高齢者教室）は、昭和 56
年に設立し 40 年間で多くの大学、大学院の卒業生を輩出しています。
　シニアカレッジ江差学園では、皆さんに学習の機会を提供し、仲間づくりや地域活動など様々なことに
興味を持つことができるよう、たくさんの講座やサークル活動、宿泊研修、バス遠足などを用意しており
ます。
　ぜひクラスメイトと友好を深め、その先にある楽しさを感じましょう！

（入学資格）
　江差町内に居住するおおむね55歳以上の方。

（申込期間）
　随時募集しております。

（申込方法）
　お電話にて申し込み可能です。

（年会費）
　１年間３, ０００円

（その他）
　保険加入費、講座教材費を別途徴収。

（主な活動内容）
　・学園の活動拠点は、江差町文化会館。
　・大学４年、大学院６年の計10年間。
　・卒業後も、同窓生として学園生活を継続できます。
　・１年間を通して全12講座（月１回程度）を開催。
　・講座以外にも、サークル活動、宿泊研修やバス遠足。

（問合せ先）
　シニアカレッジ江差学園事務局
　江差町教育委員会社会教育課　☎０１３９－５２－１０４７

みんなで、楽しい学びと交流をしませんか？

シニアカレッジ江差学園 新入生募集！！

所　　属 氏　　名 受　　賞 事　績　等

江 差 北 中 学 校 山田　琉生 さん 江差町教育奨励賞
令和３年度「絆づくりメッセージコンク
ール」ことば・メッセージ部門中学校の
部　全道最優秀賞受賞

江 差 中 学 校 辻　　莉玖 さん 江差町スポーツ奨励賞 第 52 回北海道中学校陸上競技大会
走り幅跳び 5 位入賞

江 差 高 等 学 校 大滝菜々夏 さん 江差町文化奨励賞 令和３年度第 45 回全国高等学校総合文
化祭書道部門（和歌山総文祭）出展
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　休止していた夜間開館と、絵本の読み聞かせ会を再開

いたします。

　４月の夜間開館は週 1 回となりましたのでご注意く

ださい。

　 詳 し い 情 報 は 町 の ホ ー ム ペ ー ジ や 図 書 館 の

Facebook をご覧ください。

　4月23日（土）は「子ども読書の日」です。そして4
月23日から5月12日までは「子ども読書週間」となっ
ています。
　図書館ではこれにあわせて第14回MOE絵本やさん大

賞受賞作品の展示・貸出をしております。大人も子ども
も楽しめる絵本ばかりです。この機会にご家族で図書館
に遊びに来てみませんか？

〇利用者カードの発行

　貸出・返却に新しく利用者カードが必要となります。カウン

ターで利用者登録をしてください。

　※登録には本人確認が必要になります。運転免許証や保険証などをお持ちください。

〇図書の検索

　図書館にある本を検索するための機械が設置されました。本をお探しの際にご利用ください。

　

〇インターネット検索

　インターネットを使って、自宅などからでも本を検索することができます。

また、貸出予約も可能です。ぜひご利用ください。

　検索ページには右のコードからもアクセスできます。→→→

　（URL：https://www.lib-finder.net/esashi-librery/）

図書館カレンダー

こども読書週間 ４月23日は子ども読書の日

夜間開館、読み聞かせ会再開します

江差町図書館　～図書館はあなたの生涯学習を応援します～

江差町字茂尻町71番地　文化会館２階　【開館時間】午前９時～午後５時　

【☎】52-5454【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp

図  書  館
へ行こう！

　４月１日から「図書館システム」の運用がはじまり、貸出・

返却方法が変更になりました。

図書館システムの運用がはじまります

蔵書検索ページ

利用者カード

４月　　　：夜間開館日　　：読み聞かせ会

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 休 5 6 7 8 9

10 休 12 13 14 15 16

17 休 19 20 21 22 23

24 休 26 27 28 29 休
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企業会計

お店の売り上げなどを管理している財布 

⇒事業で得た利益でやりくりしている会計 

水道事業がこの会計に属します。 

 

特別会計

個人個人が管理している財布 

⇒特定の事業で使っている会計 

国民健康保険費～奨学金までがこの会計 

に属します。 

一般会計

家計のやりくりで使っている財布 

⇒町の基本的な事業の支払いに使う会計

 

令和４年度はどうなる？

江差町の予算について 

令和４年度の予算がまとまりました。
このページでは町のお金の使い道を紹介し、
江差町のまちや暮らしがどのように変わるか
しげっちたちと一緒に見ていきます。
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一般会計予算のポイント 

 

 

 

①前年度と比較して、予算が１,２６０万円減りました。

②減少した主な科目

 ●歳入では町債（お金の借入）で１億７,８４０万円減りました。

 ●歳出では投資的経費（普通建設事業費）で１億３０１万円減りました。

③大きく減少した科目がありますが、物件費（委託料や賃借料など）を中心に増加した科目

 があるため昨年度と比較して大きな減少とはなりませんでした。
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Q. 江差町の基金（貯金）と町債（借金）って、今どれくらいなの?

一般会計５７億円の予算を月３５万円の家計にたとえてみよう!

収入のポイント

給与だけでは月の支出をまかなえないため、

親からの仕送りなどにも頼りながらやりくりし

ている現状です。 

支出のポイント

食費、借金の返済、家族の医療費が全体の約

４割、子どもへの仕送りが全体の約３割を占め

ている現状です。 

家計簿のポイント                

今後は、家族の医療費や家の修理費が増えていくことが予想されるため、将来の 

ことを見据えて貯金の取り崩しも抑えつつ、やりくりしていかなければなりません。 

A. 基金残高（貯金残高）は、平成24年度と比

較して約５億円多くなる見通しです。しか

し、平成30年度からの４年間で約３億円を

基金から取り崩しています。これは、公共

施設の改築や道路の整備などを実施したと

きに借りたお金の返済が始まったことなど

が主な要因です。

A. 町債残高（借金残高）は、平成24年度か

らの10年間で約13億円減る見通しで

す。しかし、ここ数年は学校給食センタ

ー建て替えなどの大型事業を実施しお金

を借りているため、減少幅は小さくなっ

ています。
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子ども・子育てに関する取り組み

 
 

 

０歳児、１歳児を対象に

紙オムツや粉ミルクなど

の購入に使える「子育て

応援券」を交付。令和３

年度からベビーフードな

ど対象経費を拡充。 

福祉
「子育て応援券」交付事業

３１０万円 

医療 
子ども医療費助成 

１,９２０万円 

高校生までの医療費

が無料となる子ども

医療費受給者証を交

付。 

要保護・準要保護児童

生徒に対し、学習支援

費用（学習塾費用など

１人月額１万円を上

限）を助成。 

福祉
子どもの未来応援事業 

１４０万円 

給食 

江差町・上ノ国町学校給

食組合への負担金。 

令和３、４年度は給食セ

ンターの建設費用分が

追加。 

江差町・上ノ国町学校給食

組合負担金 

２億２,４４４万円
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防災 
コロナウイルス感染症対策

８５０万円 

施設に関する主な事業 

４,６２０万円 

施設

●町道の新設や整備。

 

●町内の老朽化している橋を長く使うため計画 

的に改修・整備及び点検等。 

事業費：9,330万円

●川の氾濫などを防ぐため豊部内川の土砂などを

掘り取り流路を拡張する整備。 

事業費：1,500万円

道路

など

道路などに関する主な事業 

２億７,４８０万円 

●汚水の処理などを行っている下水道管理

センターを長く使うための更新・整備。 

●新しい下水道管の整備 

⇒整備地区 円山地区（江差４号枝線） 

事業費：1億6,600万円

事業費：2,670万円

  

下水道に関する主な事業 

※公共下水道事業特別会計

１億９,２７０万円 

施設

住環境に関する取り組み 

下水道

事業費：1億6,650万円

●日本海沿岸津波警戒区

域への指定や法改正に

対応するため、地域防

災計画を改訂します。 

●併せて未策定となって

いる個別計画も作成し

ます。 

●円山第３団地解体工事  

事業費：2,070万円

 

●中歌町団地の外壁と屋根等の改修工事の

ための事前調査。

 

●文化会館の小ホール側の雨漏りを改善す

るための屋上防水対策。 

事業費：2,320万円

事業費：230万円

事業費：250万円

●ＬＩＮＥや広報でコロナウイルス感染症に

関するお知らせをおこないます。 
事業費：260万円

●コロナウイルス検査キットの購入費用の

助成をおこないます。 

 （指定の薬局で購入することが条件です） 

●町内の介護施設等に新たに入所する方が

ＰＣＲ検査をするための費用を全額負担
します。 事業費：210万円

●町内の介護施設等の従事者が往来自粛地

域に止むを得ず行った場合や家族等が帰

省してきた場合などの際にＰＣＲ検査を

受ける費用を全額負担します。 
事業費：130万円

地域防災計画改訂・個別計画

作成業務委託　９９０万円 
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産業に関する取り組み 

各商店街におけるコミ

ュニティ活動や人を呼

び込むための販売促進

キャンペーン等を支援。 

商店 
持続可能な商店街づくり 

事業    ３４０万円 

経済 
北の江の島構想推進 

１,１２０万円 

総務省のアドバイザー

の支援をいただきなが

ら、基本計画を策定し

ます。

 

農業
農業に関する主な事業 

４,０００万円 

●豊かな産地づくり総合支援事業 

　事業費：800万円

〇アスパラなどを栽培するためのビニール 

ハウスの整備費用を一部補助。 
 
〇作物の生育の妨げとなる土（酸性土壌）を

改善するための土壌改良剤などの費用を

一部補助。 
 
〇ブロッコリーなどの苗の購入費用を一部 

補助。 

〇上記以外にもメークインのマルチ栽培に 

用いる生分解性フィルム（土中で分解さ

れるフィルム）の購入費補助など新たな

メニューを追加 

 

●農業競争力強化農地整備事業 

　事業費：3,200万円
 

水堀地区の用排水の改修、 

ほ場の大区画や担い手への 

農地の集団化を行うもの。 

旧江光ビル跡地活用基本 

計画策定 ２,１３０万円 

中心市街地におけるコ

ミュニティの拠点とし

て整備するため、基本

構想及び基本設計を元

に実施計画を策定。

経済 

漁業
漁業に関する主な事業 

１,０９０万円 

●漁業経営基盤安定対策 

事業費：420万円 

災害などで漁獲量が減少したときなどに 

備えた保険の掛け金の一部を補助。 

 

●檜山ナマコ栽培漁業定着事業補助 

事業費：500万円 

檜山管内全域を対象とした 

ナマコ種苗放流によるナマ 

コ増殖事業へ補助。 

※関係６町連携事業 

●ウニ栽培漁業推進 

事業費：170万円 

  江差磯廻り団体のウニ種苗 

購入費に対する補助。 

町内３か所（泊地区・大澗～ 

愛宕地区・泊地区）へ放流。 
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『中期財政運営方針』と　　　　　『中期財政運営方針』と　　　　　
『財政基盤強化に向けた取り組み』『財政基盤強化に向けた取り組み』
　を策定しました。　を策定しました。

　江差町は、財政の硬直化を表す実質公債費比率が令和２年度決算で１５．６％と依然と高い

水準にあります。また、最近では財源不足のため令和元年度決算においては財政調整基金を

２億５，０００万円、令和２年度決算においても１億５，０００万円取り崩しています。

　今後、第６次総合計画をはじめとした各種計画に掲げる事業や多様なニーズに応えた行政サー

ビスの提供、まちづくり・地域振興事業の計画的な推進をしていくためにも収支が均衡した財

政運営を目指していくことが必要です。そのため、今後の財政収支の見通しを示し、財政基盤

の強化の取り組みをまとめました。（いずれも町ホームページに掲載しています。）

『中期財政運営方針』『中期財政運営方針』
　令和４年度から令和８年度までの５年

間の収支見通しを算出しました。

　その見通しを踏まえ、財政運営方針を

定めました。主なものは次のとおりとな

ります。

○ふるさと納税２億円を目指します。

○事務事業と補助金等の点検と見直しを

します。

○公用車の配置台数の見直しをします。

○地方債残高を減少させるため期間中の

起債の額を５年間の元金償還見込み額

の約２５億円を超えないよう努めます。

『財政基盤強化に向けた取り組み』『財政基盤強化に向けた取り組み』
　中期財政運営方針に基づき、財政基盤の強化のための取り組みをまとめました。取り組み期間は令和

４年度から令和８年度までの５年間で、取り組み内容は次のとおりとなります。

収支の見通し（万円）
R04 R05 R06 R07 R08

収 支 差 引 ▲10,000 ▲13,521 ▲9,812 ▲8,172 ▲4,558

各種基金残高の見通し（万円）
R04 R05 R06 R07 R08

基 金 残 高 226,706 213,136 203,366 195,296 190,826

減 債 基 金 4,027 3,991 3,950 2,968 1,497

その他基金 16,175 25,108 34,212 43,317 52,422

計 246,908 242,235 241,528 241,581 244,745

地方債残高の見通し（万円）
R04 R05 R06 R07 R08

地方債残高 528,871 488,492 450,190 410,714 373,581

●補助金等の見直し（５年間で期待される効果額の見込み　18,371万円）
　「江差町補助金等事務処理基準」を定め、約90件の補助金の見直しをしました。
●事務事業の見直し（同　49,146万円）
　約360事業の公益性や必要性、効率性などの視点から、事業費の圧縮、代替手法の検討や廃止など

も含めて見直しました。
●公用車の配置台数の見直し（同　478万円）
　一元的に管理するとともに５年間で６台削減をしていきます。
●財源確保の取り組み（同　6万円）
　法定外目的税の導入を検討していきます。
●ふるさと納税増額対策（同　17,500万円）
　２億円を目指します。そのため積極的なＰＲ、返礼品の拡充、事業者への支援の検討などに取り

組みます。

主 な 取 り 組 み 内 容
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全
国
各
地
の
灯
台
を
擬
人
化
（
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
）
し
て
灯
台
の
魅
力
を
発

信
す
る
「
燈
あ
か
り

の
守
り
人
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
江
差
町
の
「
鴎
島
灯
台
」
が
採
用

さ
れ
、
令
和
４
年
２
月
21
日
に
江
差
町

役
場
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

鴎
島
灯
台
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
カ
モ
メ
を

あ
し
ら
っ
た
は

か
ま
を
身
に

着
け
た
身
長

１
９
０
㎝
の
イ

ケ
メ
ン
で
、「
気

の
優
し
い
力
持

ち
」
と
い
う
設
定
。

　

現
在
、
鴎
島
灯
台
の
歴
史
や
文
化
が

盛
り
込
ま
れ
た
音
声
ド
ラ
マ
が
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

「
燈
の
守
り
人
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

贈
呈
式
を
実
施
し
ま
し
た

問
江
差
町
役
場
追
分
観
光
課
観
光
係

　

（
☎
５
２

－

６
７
１
６
）

音声ドラマは
QRコードから
ご視聴できます

▲贈呈式の様子

▲キャラクターデザイン

　

昭
和
57
年
４
月
29
日
の
オ
ー
プ
ン
か

ら
約
40
年
間
、
団
体
観
光
客
等
の
受
入

施
設
と
し
て
営
業
し
て
き
ま
し
た
「
町

営
レ
ス
ト
ラ
ン
」
は
、
指
定
管
理
期
間

が
満
了
と
な
る
令
和
４
年
３
月
末
日
を

も
っ
て
、
休
館
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
施
設
状
況
や
備
品
の
確
認

作
業
を
実
施
し
た
後
、
地
域
振
興
に
生

か
し
て
い
け
る
よ
う
な
方
策
な
ど
、
広

い
観
点
で
施
設
の
利
活
用
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

永
ら
く
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
卒
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
町
営
レ
ス
ト
ラ
ン
の
歴
史

　

★
れ
す
と
ら
ん
「
江
差
家
」

　
　

昭
和
57
年
４
月
～
平
成
29
年
３
月

　

★
お
食
事
処
え
さ
し

　
　

平
成
29
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月

町
営
レ
ス
ト
ラ
ン

休
館
の
お
知
ら
せ

問
江
差
町
役
場
追
分
観
光
課
観
光
係

　

（
☎
５
２

－

６
７
１
６
）

長い間ご利用いただき

ありがとうございました

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

事
業
委
員
会

令
和
３
年
度
建
設
工
事
等
優
秀
事

業
者
感
謝
状
贈
呈
式

行
政
組
合
全
員
協
議
会

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
表
敬
訪

問議
会
全
員
協
議
会
／
令
和
３
年
第

２
回
臨
時
会

道
の
駅
な
み
え
（
福
島
県
）
視
察

シ
ニ
ア
ガ
レ
ッ
ジ
卒
業
式

南
部
檜
山
衛
生
処
理
組
合
入
札

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

16
日

17
日

18
日

21
日

22
日

24
日

8
日

11
日

14
日

15
日

町
長
の
主
な
動
静

【
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
ま
で
】

3
月

2
月

珠 洲市友好都市

　３月２日、珠洲市とリネットジャパンリサイクル株式
会社との連携協定のオンライン締結式が行われました。
　同社は、宅配便を活用し、不要パソコンや使用済み
小型家電などの回収と再資源化を行っています。今回
の協定により、市民のみなさんが費用負担なく、電話
やファックスで不要パソコンなどの適正な処理を依頼
できるようになります。
　泉谷市長は「市民のみなさんが使わなくなったパソコ
ンの処分に困っていることから、その解決と再資源化
につなげ、SDGｓの目標達成にもつなげていきたい」
とあいさつしました。

パソコンなどの宅配便リサイクル

連携と協力に関する協定締結式

ま
ち
の
出
来
事
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を
活
用
し
無
料
で
の
実
証
運
行
を
行

い
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、
役
場
で
の
事
前
登
録

が
完
了
後
、
電
話
（
自
動
音
声
）
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア

プ
リ
か
ら
行
き
先
や
日
時
を
指
定
す

る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
る
配
車
予
約
を
行
い
、
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
証
運
行
期
間
中
に
お
け
る
利
用

実
績
に
つ
い
て
は
、
延
べ
運
行
回
数

が
１
１
１
回
、
利
用
者
数
は
32
人
で
、

利
用
者
の
６
割
以
上
が
60
代
以
上
と

い
う
実
施
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　

本
実
証
実
験
の
終
了
後
、「
居
住
エ

リ
ア
」
に
お
住
ま
い
の
町
民
を
対
象

に
今
回
の
取
り
組
み
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
１
５
６
名

の
方
々
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

江
差
マ
ー
ス
の
利
用
目
的
と
し
て

「
買
い
物
」
と
ご
回
答
さ
れ
る
方
が
多

く
、
ま
た
、
取
り
組
み
に
対
す
る
認

知
度
に
つ
い
て
は
８
割
以
上
と
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
々
の
高
い
興
味
・

関
心
が
伺
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
中
で
実
際
に
ご
利
用
い

た
だ
い
た
方
々
か
ら
は
、
便
利
だ
っ

た
点
・
不
便
だ
っ
た
点
を
そ
れ
ぞ
れ

お
伺
い
し
、
代
表
的
な
回
答
と
し
て
、

便
利
だ
っ
た
点
と
し
て
は
「
自
分
の

都
合
に
合
わ
せ
て
移
動
で
き
た
」
「
車

の
待
ち
時
間
も
あ
ま
り
な
く
自
宅
ま

で
直
接
送
迎
し
て
く
れ
た
」、
不
便

だ
っ
た
点
と
し
て
は
「
携
帯
端
末
を

使
い
慣
れ
て
い
な
い
人
に
は
難
し
い
」

「
対
象
エ
リ
ア
と
時
間
が
限
ら
れ
て
い

た
」
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
８
割
以
上
が
実
用
化
し

た
場
合
に
利
用
し
た
い
と
ご
回
答
い

た
だ
い
た
一
方
で
、
回
答
者
の
中
で

実
際
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
は
１

割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
今
回
、
事
前

登
録
ま
た
は
利
用
を
し
な
か
っ
た
代

表
的
な
回
答
と
し
て
「
自
家
用
車
を

利
用
し
て
い
る
」
「
外
出
す
る
予
定
と

合
わ
な
か
っ
た
」
な
ど
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

■
今
後
の
課
題

　

利
便
性
の
高
い
町
内
公
共
交
通
の

実
現
を
目
指
し
始
ま
っ
た
今
回
の
取

り
組
み
で
し
た
が
、
実
用
化
を
求
め

る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
一
方
で
、

「
携
帯
端
末
を
持
っ
て
い
な
い
も
し
く

は
使
い
慣
れ
て
い
な
い
方
々
へ
の
対

応
」
「
移
動
可
能
な
対
象
エ
リ
ア
の
更

な
る
拡
大
」
な
ど
様
々
な
課
題
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
方
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
本
実
証
実
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た

利
用
者
に
と
っ
て
便
利
で
使
い
や
す

い
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
に
向
け

て
、
今
後
、
交
通
事
業
者
を
始
め
と

し
た
関
係
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る「
江

差
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
中
心
に
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
係

（
☎
５
２

－

６
７
１
２
）

　

「
公
共
交
通
空
白
地
域
」
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
、江
差
マ
ー

ス
実
証
実
験
を
令
和
４
年
２
月
の
１

か
月
間
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
実
証
実
験
で
は
、
町
内
の
「
公

共
交
通
空
白
地
域
」
の
一
つ
で
あ
る

新
栄
町
、
豊
川
町
、
愛
宕
町
、
東
山
、

桧
岱
、
中
歌
町
を
「
居
住
エ
リ
ア
」、

本
町
や
新
地
町
と
い
っ
た
商
業
施
設

が
並
ぶ
上
町
地
区
を
「
経
済
エ
リ
ア
」

と
設
定
し
、「
居
住
エ
リ
ア
」
に
お
住

ま
い
の
町
民
を
対
象
に
両
エ
リ
ア
間

に
お
け
る
買
い
物
な
ど
の
利
用
者
の

送
迎
を
有
限
会
社
桧
山
ハ
イ
ヤ
ー
の

協
力
の
も
と
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
イ
ヤ
ー

江
差
マ
ー
ス
実
証
実
験
を
通
し
て

江
差
マ
ー
ス
実
証
実
験
を
通
し
て

見
え
て
き
た
江
差
町
の
公
共
交
通
の

見
え
て
き
た
江
差
町
の
公
共
交
通
の

現
状
と
課
題

現
状
と
課
題

ま
ち
の
出
来
事
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◆
新
た
な
地
域
の
足
と
し
て
、

ぜ
ひ
実
現
を
し
て
ほ
し
い

※
こ
こ
か
ら
は
実
際
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
た
林
さ
ん
の
声
で
す

町
：
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

専
用
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
配
車

予
約
す
る
形
だ
っ
た
が

林
：
江
差
マ
ー
ス
を
初
め
て
予
約
し

た
時
は
町
職
員
の
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
予
約
し
ま
し
た

が
、
普
段
か
ら
電
話
機
能
以
外

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
機

会
が
少
な
い
た
め
、
操
作
に
は

少
し
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
移
動
手
段
は
日
常
的
に
ハ
イ

ヤ
ー
を
活
用
し
て
い
ま
す

　

勤
務
地
だ
っ
た
北
海
道
立
江
差
病

院
が
現
在
の
伏
木
戸
町
に
移
転
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
運
転
免
許
証

を
取
得
し
た
林
さ
ん
。
し
か
し
、
こ

こ
数
年
は
運
転
し
て
い
な
い
と
話

し
ま
す
。
自
身
の
体
力
に
自
信
が

な
く
な
っ
た
こ
と
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
相
次
い
で
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

取
り
沙
汰
さ
れ
、
他
人
ご
と
で
は
な

い
と
感
じ
た
か
ら
だ
と
振
り
返
り
ま

す
。
現
在
は
日
常
生
活
の
中
で
の
移

動
は
福
祉
有
償
サ
ー
ビ
ス
や
町
内
ハ

イ
ヤ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。

　

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス
停
と
な

る
と
国
道
沿
い
の
愛
宕
町
バ
ス
停
ま

で
約
７
０
０
ｍ
。

　

「
足
腰
が
年
々
弱
く
な
っ
て
い
る
た

め
バ
ス
停
ま
で
移
動
す
る
こ
と
が
難

し
い
」、「
荷
物
を
バ
ス
停
か
ら
自
宅

ま
で
運
ぶ
の
も
体
力
的
に
限
界
」
と

現
在
の
公
共
交
通
の
状
況
か
ら
自
由

度
の
高
い
ハ
イ
ヤ
ー
に
頼
り
き
り
で

あ
る
状
況
が
窺
え
ま
す
。

　

２
月
１
日
か
ら
28
日
の
１
か
月
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
江
差
マ
ー
ス

実
証
実
験
の
中
で
「
居
住
エ
リ
ア
」

の
一
つ
で
あ
る
新
栄
町
に
お
住
ま
い

の
林
師
代
さ
ん
（
84
歳
）
は
３
度
に

わ
た
っ
て
江
差
マ
ー
ス
に
よ
る
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
際
に
ご
利
用
い
た
だ
い

た
方
の
生
の
ご
意
見
を
お
届
け
す
る

た
め
、
林
さ
ん
に
利
用
し
た
感
想
や

新
た
な
地
域
の
足
の
確
保
に
向
け
て

今
後
、
当
町
の
公
共
交
通
網
に
期
待

す
る
こ
と
を
お
聞
き
ま
し
た
。

江
差
マ
ー
ス
を
活
用
し
て
み
た
利
用
者
の
声

江
差
マ
ー
ス
を
活
用
し
て
み
た
利
用
者
の
声

▲今回の実証実験を活用して運転免
許証を江差警察署に返納した林さん

▲江差マース専用のジャンボハイヤー。利用者のス
マートフォンのwebアプリから配車予約すると自宅
と目的地を運行される仕組み

町
：
ど
う
い
っ
た
目
的
で
江
差
マ
ー

ス
を
予
約
さ
れ
た
の
か

林
：
１
回
目
が
病
院
の
通
院
で
、
２

回
目
は
上
町
に
買
い
物
の
た
め
、

３
回
目
は
運
転
免
許
証
の
返
納

す
る
た
め
江
差
警
察
署
を
訪
れ

る
際
に
利
用
し
ま
し
た
。

町
：
事
前
予
約
制
の
乗
合
と
い
う
特

徴
の
も
と
運
行
さ
れ
た
が

林
：
自
宅
か
ら
目
的
地
へ
運
行
し
て

い
た
だ
け
た
た
め
、
移
動
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
で
す
。

　
　

ま
た
乗
合
で
あ
っ
た
た
め
地
域

の
皆
さ
ん
と
も
お
話
が
で
き
な

が
ら
移
動
で
き
ま
し
た
。

町
：
い
ざ
乗
車
し
て
み
て
、
改
善
し

た
方
が
良
い
点
は
あ
っ
た
か

林
：
車
両
に
乗
車
す
る
際
に
足
を
か

け
る
ス
テ
ッ
プ
が
高
く
、
乗
り

降
り
が
大
変
で
し
た
。

町
：
今
後
、
町
が
目
指
す
公
共
交
通

の
姿
に
期
待
す
る
こ
と
は

林
：
独
居
の
高
齢
者
等
、
家
族
や
親

戚
が
近
隣
に
い
な
い
方
が
時
間

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
移
動
で

き
る
江
差
マ
ー
ス
の
実
現
を
期

待
し
た
い
。

江
差
マ
ー
ス
を
３
度
利
用
（
乗
車
）

し
た 

林 
師
代
さ
ん
（
新
栄
町
）

ま
ち
の
出
来
事
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課
長　

竹
内　
　

強

　

主
幹　

兵
庫
谷
友
美

　

（
福
祉
子
育
て
担
当
）

　

主
幹　

泉　
　

学
美

　

（
兼
か
も
め
・
日
明
・
水
堀
保
育
園
長
）

高

齢

者

支

援

係

介

護

保

険

係

地
域
包
括
支
援
係

町長　照井　誉之介

課
長　

西
海
谷　

靖

税
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江差町行政組織機構図（令和４年４月１日現在）
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各課の主な所管事務概要は次のとおりです。

◆総　　務　　課　職員の身分・給与、町長・副町長秘書、福利厚生、防災、環境整備、交通安全、他課に属さ
　　　　　　　　　ない事務などに関する事務（☎ 52-6711）
◆まちづくり推進課　重要施策の企画、行政の総合調整、地方創生・市街地活性化、広報広聴、統計などに関する事
　　　　　　　　　務（☎ 52-6712）
◆財　　政　　課　予算・財政、町有財産、公営住宅、集会施設、公園管理などに関する事務（☎ 52-6715）
◆税　　務　　課　町税の賦課徴収などに関する事務（☎ 52-6723）
◆健 康 推 進 課　特定健診、保健予防及び指導などに関する事務（☎ 52-6718）
　　　　　　　　　国保医療、国民年金などに関する事務などに関する事務（☎ 52-6725）
◆高齢あんしん課　高齢者福祉、介護保険、地域包括支援業務などに関する事務（☎ 52-6726）
◆町 民 福 祉 課　戸籍・住民基本台帳、福祉子育て支援、保育所などに関する事務（☎ 52-6720）
◆産 業 振 興 課　林業、緑化、水産業、港湾・漁港、などに関する事務（☎ 52-6729）
　　　　　　　　　農業、畜産、商工業、労政などに関する事務（☎ 52-6717）
◆追 分 観 光 課　江差追分の保存・普及、観光振興などに関する事務（☎ 52-6716）
◆建 設 水 道 課　道路、河川、歴まち、都市整備などに関する事務（☎ 52-6714）
　　　　　　　　　上下水道などに関する事務（☎ 52-6724）
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令和4年3月31日付け退職者

・中川　　智（総務課長）

【再任用として派遣】

・木村　　晃（一般社団法人　開陽丸青少年センターに派遣）

・広島　良二（社会福祉法人　江差町社会福祉協議会に派遣）

・大坂　敏文（一般社団法人　檜山地域人材開発センターに派遣）

書

記

◆出　　納　　室　町税の入出金など、町の会計に関する事務（☎ 52-6719）

◆議 会 事 務 局　議会及び議員協議会並びに各種委員会などに関する事務（☎ 52-6713）

◆選挙管理委員会事務局　国政及び地方選挙に関する事務（☎ 52-6711）

◆監査委員事務局　例月監査、決算の審査などに関する事務（☎ 52-6713）

◆農業委員会事務局　農業委員会、農地の権利移動・賃貸借などに関する事務（☎ 52-6722）

◆学 校 教 育 課　教育委員会、学校施設整備、町立学校及び幼稚園の入学手続きなどに関する事務（☎ 52-1059）

◆社 会 教 育 課　社会教育・スポーツ振興、文化財施設、郷土資料編纂及び文化財の調査などに関する事務（☎ 52-1047）

　　　　　　　　　図書館業務に関する事務（☎ 52-5454）
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北海道江差観光みらい機構北海道江差観光みらい機構
令和３年度の主な取り組みを振り返ります。
取り組みにご協力してくださった皆様には、
厚く御礼を申し上げます。

かもめ島でグランピング＆海洋体験

「日本財団 海と日本 PROJECT」の一環として、８

月下旬から１０月下旬まで、かもめ島でグランピング・

手ぶらキャンプ・海洋体験メニューを提供する「か

もめ島マリンピング」事業の事務局として参画し、

宿泊は６９名、海洋体験は２５３名が参加しました。

令和４年度は４月末に再開予定です。

初の自社企画ツアーで奥尻町と交流

地域の魅力を組み合わせて作るツアーを地域が自

ら企画する「着地型旅行商品」として、当機構では、

江差町から奥尻町へ行くツアーと、奥尻町から江差

町へ来てもらうツアーを初めて企画しました。８月か

ら１０月にかけて計５回催行し、合計８８名が参加

しました。

マップシステム構築

江差町の魅力をＰＲ

江差町の魅力をネットで閲覧で

きるシステムとして、かもめ

島マリンピング「かもめ島生物

マップ」、江差観光コンベンショ

ン協会「夕陽見どころマップ」

の構築に協力しました。

道内在住外国人のモニタツアー

や北海道観光ＰＲキャラクター

「キュンちゃん」の取材、函館

蔦屋書店での日本遺産ＰＲイベ

ント等を通じて、江差町を幅広

い方々へアピールしました。

ＷＥＢショップ販売好調

観光情報サイト運営

ぷらっと江 差が令 和２年度か

ら運営するＷＥＢショップでは、

品揃えや注文方法等を工夫した

結果、前年比で販売件数が約

３.９倍、販売額が約４. ３倍に

なりました。

江差町の観光情報を網羅する

「江差町観光情報ポータルサイ

ト」を受託運営しています。コ

ロナ禍の影響による、店舗等の

営業時間の変更を素早く反映し

て、最新の情報を発信しました。

江差町産品開発に協力

檜山地域の品揃え拡大

江差町産品を活用した「アロニ

アキャンディ」や「黒豆甘納豆」

等の新商品開発に協力しました。

商品開発を検討されている方は、

ぷらっと江差の店長へお気軽に

ご相談ください。

ぷらっと江差では、フェリー航

路でつながる奥尻町のホヤ塩辛、

乙部町の地ビール、上ノ国町の

カレー等を販売開始しました。

檜山地域の魅力をまとめてお届

けします。
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Ｃ型肝炎について　その３
　Ｃ型肝炎ウイルス治療の目標は、ウイルスを
体から排除することです。ウイルスが排除され
れば肝硬変や肝がんになるリスクを下げること
ができるため、できるだけ早くに治療を開始す
ることが望まれます。以前はインターフェロン
という注射薬を用いた治療が行われておりまし
たが、効果に乏しいうえ副作用も多く、あまり
用いられない状況でした。しかし治療薬の開発
が進み、現在では飲み薬だけの治療で治療がで
きるようになりました。DAAと呼ばれる直接作
用型抗ウイルス剤は、Ｃ型肝炎ウイルスの複製
を直接阻害します。内服期間は最短で8週間で、
副作用もほとんど見られません。高価な薬では
ありますが医療費助成を受けることができ、少
額の自己負担額で治療可能です。そして治療が
完了すればほぼ100%ウイルスが排除されます。
ただ、ウイルスが排除されても、それまでに悪
くなった肝臓の状態が改善するわけではなく、
肝がんが生じることもまれにありますので、定
期的な検査をけることが重要です。
　Ｃ型肝炎ウイルスの感染や治療について御相
談があれば、肝臓専門医や消化器内科専門医を
ぜひ受診してみてください。

　　　　内科認定医　沼田　泰尚

　　　　　　午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分～）                   
　　　　　　午後･･･1時00分～2時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　午後･･･1時00分～4時00分  

※診療受付時間 

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。

事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制 4 月の診療予定です 
診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
午後　水と金曜日（午前、午後診療いずれも完全予約制）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）

消 化 器 内 科
午前　水曜日（午前11時までの受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日と14日（木）・28日（木）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　1日（金）・15日（金）

総合診療（外科）午前　火から木曜日

外 科 午前　8日（金）のみ（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　4日（月）・5日（火）・25日（月）・26日（火）
午後　4日（月）・25日（月）

耳 鼻 咽 喉 科
午前　5日（火）・6日（水）・14日（木）・19日（火）・20日（水）・
　　　28日（木）（午前11時までの受付）
午後　13日（水）・27日（水）

眼 　 　 　 科

午前　7日（木）・21日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　6日（水）・20日（水）・27日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/db/esb）

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

☆☆☆ “ 看護職員 ” 募集のお知らせ ☆☆☆
正職員（看護師）、パート職員（看護師（時給1,182～1,400円）
･准看護師（時給1,015～1,182円）･看護助手）を募集しています。
各種手当･有給休暇･院内保育所あり。勤務時間（例：1日4時間で
週3日など）も相談可能です。ご連絡お待しております！ お問い
合わせ先：52－0036　総看護師長　若林
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～
点
検
商
法
っ
て
何
？
～
（
第
147

号
）

　

万
物
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

今
回
は
点
検
商
法
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
飛
び
込

み
の
セ
ー
ス
ル
マ
ン
が
「
床
下
（
屋
根
）
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
な

ど
、
正
規
の
点
検
の
ふ
り
を
し
な
が
ら
、
虚
偽
誇
大
な
説
明
・
勧
誘

を
し
て
商
品
の
購
入
や
工
事
の
契
約
を
と
る
手
法
で
す
。

　

点
検
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
水

道
管
を
高
圧
洗
浄
し
ま
す
」「
シ
ロ
ア
リ
が
い
て
、
家
が
倒
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る
」「
無
料
で
耐
震
検
査
を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
地
震
で
建
物
が
倒
壊
す
る
」「
床
下
が
湿
気
だ
ら
け
。
こ
の
ま
ま

で
は
家
が
腐
る
」「
布
団
が
ダ
ニ
だ
ら
け
」「
器
具
が
故
障
し
て
い
て

火
事
の
危
険
性
が
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
消
費
者
を
不
安
に
陥
れ
、

断
り
き
れ
な
い
状
況
を
作
り
出
し
て
、
床
下
換
気
扇
、
調
湿
剤
、
新

品
の
布
団
の
購
入
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
の
工
事
契
約
を
さ
せ
る
ケ
ー
ス

で
す
。

　

ま
た
ガ
ス
会
社
、
水
道
局
な
ど
信
用
で
き
る
機
関
の
設
備
点
検
を

装
い
、
消
費
者
に
機
器
の
設
置
義
務
が
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
す
る

手
口
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ほ
と
ん
ど
の
セ
ー
ス
ル
マ
ン
が
適
法
な
営
業
を
行
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

点
検
商
法
の
問
題
点
は
、
必
要
性
の
な
い
工
事
で
あ
る
こ
と
、
契

約
額
が
高
額
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
消
費
者
を
だ
ま
し
て
契
約

を
急
が
せ
る
こ
と
、
被
害
者
が
被
害
に
あ
っ
た
と
い
う
意
識
を
あ
ま

り
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
商
法
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
騙
し
取
ら
れ
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
誰
か
に
相
談
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
業
者
の

営
業
や
契
約
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
っ
て
契

約
を
解
除
し
て
お
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
の
ご
予
約
は
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
３
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
ご
相
談
は
、
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所

（
０
５
０-

３
３
８
３-

８
３
６
６
）
で
も
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

南　

七
重
）

ま
ち
の
出
来
事
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図
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こ
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ち
か
ら
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報
告
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道産間伐材を使用しています

道産 間伐材使用

4
  令

和
4
年
4
月
1
日
発
行

役 江差町役場
生 生きがい交流センター
高看 高等看護学院体育館

文 文化会館
か保 かもめ保育園
ま まなびっく

保 保健センター
水保 水堀保育園
小小黒部寿の家

子セ 子育て支援センター
水 水堀コミュニティセンター

会場
略称

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

3/27 3/2８ 3/29 3/30 3/31 １ 2
保 新型コロナワクチン
集団接種（高齢者/一般）
 13時～　　

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
保 新型コロナワクチン
集団接種（小児）
 14時～　　
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～12時

子セ 親子あそび広場
 9時30分～
役 交通安全
一斉街頭啓発

 16時～　

か保 キッズランド
 10時～　　
ま 運転免許証更新時講習
優良：13時～
違反：14時15分～

保 予防接種（BCG）
13時～　　

10 11 1２ 13 14 15 1６
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～12時

水 光ブロードバンド
サービス提供住民説明会
 18時～　　

子セ 親子あそび広場
 9時30分～
小 光ブロードバンド
サービス提供住民説明会
 18時～　　

水保 キッズランド
 10時～　　
保 光ブロードバンド
サービス提供住民説明会
 18時～　　

17 18 19 ２0 ２1 ２２ ２3
町内一円
クリーンアップ作戦

 8時30分～

保 新型コロナワクチン
集団接種（小児）
 14時～　　
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～12時

役 年金相談
 10時～　　

子セ 親子あそび広場
 9時30分～
保 5歳児相談
　9時30分～

か保 キッズランド
 10時～　　
ま 運転免許証更新時講習
優良：13時～
一般：14時～
初回：15時45分～

保 歯科健診
 13時15分～

２4 ２5 ２６ ２7 ２8 ２9 30
保 新型コロナワクチン
集団接種（小児）
 13時～　　
生 育児サポート
サークル「キティ」
 10時～12時

保 特定検診個別
結果説明会

 9時30分～

子セ 親子あそび広場
 9時30分～

水保 キッズランド
 10時～　　

高看 新型コロナワクチン
集団接種（一般）
 13時～　　

２0２２年 APR ４月のカレンダー４月のカレンダー
令和４年３月22日時点

土曜、日曜、及び休日の当番医

※1　　 ６日　佐々木病院

　　　　13日　道立江差病院

　　　　20日　上ノ国診療所

　　　　27日　勤医協江差診療所

平日の夜間当番医（午後5時～9時）

曜日 当　番　医 電話番号

月 勤医協江差診療所 52－1366

火 佐 々 木 病 院 52－1070

水 ※1　下記参照

木 上 ノ 国 診 療 所 55－2017

金 道 立 江 差 病 院 52－0036

昭和の日

日（曜日） 病　院　名 時　間 電話番号
４/２（土） 勤医協江差診療所 正午～21時 52－1366

３（日）
乙 部 町 国 保 病 院 ９時～17時 62－2331
上 ノ 国 診 療 所 17時～21時 55－2017

９（土） 上 ノ 国 診 療 所 正午～21時 55－2017

10（日)
厚沢部町国保病院 ９時～17時 64－3036
佐 々 木 病 院 17時～21時 52－1070

16（土) 勤医協江差診療所 正午～21時 52－1366
17（日) 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036
23（土) 佐 々 木 病 院 正午～21時 52－1070
2４（日) 佐 々 木 病 院 ９時～21時 52－1070
29（金) 道 立 江 差 病 院 ９時～17時 52－0036
30（土) 上 ノ 国 診 療 所 正午～21時 55－2017

高看 新型コロナワクチン集団接種（一般）　13時～


